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本日は　第２６５５回　例会

会員卓話
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プログラム

次週以降の予定

３月25日(木)
～考えよう相手の気持育てよう思いやりの心～

みんなで築こう人権の世紀

３月11日(木) 趣味を仕事に

世界の水問題と中空知の水

３月18日(木)

《ロータリー財団委員会担当例会》

《ゲスト例会》

先 の ロ ラ週 プ グ ム

～マラウイ共和国「園芸技術普及支援」活動報告書～

　早いもので２月も終わりの例
会となりました。雪と寒さであ
れほど厳しかった冬も、今日は
10℃位まで上がるという予報で
ありました。ここに来る車の室
外温度は８℃ということで、も

う春はそこまでかなと思っております。
　昨日はバンクーバーで開催中の冬季オリン
ピック浅田真央さんとキム・ヨナさんの対
決をしっかりと堪能しましたが、一方RIの
関係では、同じカナダのモントリオールで
６月20日の週に開催の国際大会の日程作り
をしております。ニューヨーク、モントリオー
ル・トロント巡りの日程を作っていますが、
地区の国際大会の申込みは、１月〆切のは
ずでしたが、別に参加する方法もございます。
ご相談下さい。国際大会の登録料はクラブ
負担と決まっていますので、その〆切を3月
11日とします。事務局までお申込み下さい。
　事務局の書庫に塚原パストガバナーが書
いた本で私のロータリーノートという本が
何冊かあります。大変ロータリーについて
分かりやすく書かれておりますので、お読
み下さい。

１．赤平RCより３月のプログラ
ム届く。
２．３月４日(木)は、第15回定例
理事会を開催いたします。５月
に担当例会をお持ちの各委員長
さんは、事業実施計画書を来週

２日までにご提出下さい。

泉　敬止財団委員長挨拶
　皆さんこんにちは。
　本日の例会は、ロータリー財
団委員会の担当で、講師を迎え
ての卓話です。昨今、さまざまな
形での国際交流が各地で盛んに

伊藤幸三様
１．土壌肥沃土増進に向けた現
地状況の視察と土壌調査・指導
　ロビ地区の土壌は古い土壌で
風化が極端に進行した、赤褐色
のラテライト性のもの土壌が古

く、雨量が多いと当然塩基成分(Ca,Mg,K,Na)
が溶脱している。それらの溶脱物質の集積
場所になっている窪地(ダムボ)は肥沃で黒
色をしている。全体的に見た場合、そんなに
悪い土壌とは思われない。
２．施肥状況の視察、調査、指導
　施肥状態は誠にお粗末である。三要素の
入った肥料はすべて輸入と言うことで、外
貨の不足、あるいはクワッチャ(kw)安で極
端に不足している。
３．高収量、適正品種選定のための視察、調査、指導
　高収量を目指すという姿勢は見あたらな
い。(一部マンゴーに関しては別で「改良マン
ゴー」と呼ばれ、成功している事例もある。)
４．水管理の視察、調査、指導
　雨季の水を有効に利用して作物を栽培し
ているのがマラウイ農業であると思う。従っ

行われていますが、その一例として、マラウ
イで農業指導の体験をなされた伊藤幸三様
のお話をいただきます。ここで、伊藤様のプ
ロフィールを紹介いたします。
滝川市北滝の川で専業農家を経営。奥様と
長男(独身)いい嫁さんを募集、３人で農業
をしている。昭和21年生まれ。同期として田
村市長、大河道議がいる。
【役職】
JAたきかわ米部会会長　三幸食糧代表
【資格】
グローバルGAP認証取得(農業におけるISO)
国際的な認証で米で日本人取得第一号で、
これがあると全世界に農産物輸出が出来る
北海道指導農業士(北海道知事認定)
【趣味】
アマチュア無線(無線局)奥さんとの海外旅
行(海外10数ヵ国)農業後進国へ指導に行く。
　では伊藤様、宜しくお願いいたします。
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鷲尾　昌法会員
本日の道新空知版に、滝川吹奏楽金管八重
奏団が全道１位となり、全国大会に出場す
ることになって!!
谷口　正樹会員
先週の担当例会欠席しまして、申し訳あり
ません。
和作　康市会員
結婚祝にお花をいただきまして(遅くなり
ました)。
白田　富久会員
結婚祝にお祝いをいただいて。
泉　　敬止会員
担当例会を終えて。
近藤　正孝会員
担当例会を終えて。
奥野　　巧会員
嬉しい事があって。

電気が来ていない、冷蔵庫がない・使えない、
という事で保存が出来ないと言う事情がある。
17．加工技術導入への可能性調査
　まず電気があって、冷蔵庫が使えること、
加熱器具、加工器具、保存容器がそろってい
ること。そして家庭で消費するのか、販売ま
で持っていくのか、道は険しい！
18．農業を取り巻く状況(教育、地域コミュ
ニティ、行政、インフラ整備等)の視察・把握
　まず教育の完全実施と生活レベルのワン
ランクアップが必要であると強く感じた。
行政の体制作りは出来ているが、その下が
ない、頭でっかちでしかない印象だ。以上。

て高畝栽培、しかも畝の所どころにセキを
作り、水をためる様にしている。まことに理
にかなった栽培方法であると思う。
５．防除技術の視察、調査
　農薬は高価で十分にはなく、しかも散布
道具(噴霧器)が著しく不足していた。また
壊れた機械が放置されていた。まず修理は
しない様である。出来ないのかもしれない。
６．農業技術(機械等)導入の状況把握
　クワ以外のものは見たことがない。スコッ
プとかフォークとかも見ていない。人件費
が安く、燃料が異常に高いので、この状況が
変わらない限り機械の導入は無い。
７．気候、地理的環境の視察、調査
　南緯15度付近、高度1100m～1500mと言う
ことで、太陽光線は強烈であるが、それほど
暑く感じない。蒸し暑さが無い。夜はしのぎ
やすい。
８．種苗、苗木生産状況の視察、調査
　試験場等の場では盛んに苗、あるいは苗
木が生産されていた。個人では一般的には
行われておらず、今後の課題であろう。しか
し何人かだが個人的にリンゴ、マンゴー桃
等の苗木を生産しており、一部販売もして
いた。
９．選果、販売状況の視察、調査、指導
　むつかしい、なかなか見ることの出来な
い問題だ。今回の視察、調査では見えない。
輸送手段のインフラ整備が急務だ。
10．流通経路、形態の視察、調査、指導
　確立されていない、今後の最大の課題で
あると思う。現在では集荷業者のみで、しか
も言いなりになっていた所があった。園芸
組合でも取り組もうとしていたが、燃料高
で実現は難しいのが現状だ。
11．市場流通
　市場流通状態については確認出来なかった。
12．農業行政(生産計画、補助金等)のヒアリン
グと調査、指導
　地方の農民までは届かない。とりあえず
園芸組合組合員までという感じ。
13．普及員等行政職員の役割と有効性の視察、
調査、指導
　必要性、有効性は大であるが、数が少なく
また資材・機材等が無いのだからその普及
は困難を極めるのは必至である。
14．農民組織状況の視察、調査、指導
　今回のマラウイの訪問に当たってはこの
項目に重点を置いて、視察、調査、指導を行っ
てきた。
15．農民組織による融資等農業支援の状況
　農民組織はまだ形成途中で、資金的にも
確立していない。原資も持っていない。それ
にお金持ち優遇政策と言おうか、この時代
に高金利がまかり通っている。
16．加工技術の視察、調査
　加工技術に特に強い関心がある様だが、




